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今月の掲載記事
市民協働によるまちづくり
えびの市の財政状況をお知らせします
CIVIC NEWS
まちのわだい
えびの気質「小林秀峰高校新体操部」
うまかもん「タケノコごはん」

「
道
の
駅
え
び
の
」
オ
ー
プ
ン

え
び
の
の
魅
力

よ
か
も
ん
が
い
っ
ぱ
い
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4
月
20
日
、「
道
の
駅
え
び
の
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
市
長
と
来
賓
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
行
い
、
市
民
の
念
願
だ
っ
た
「
道
の
駅
え

び
の
」
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
物
産
館
南
側
に
市
長
や
え
び

の
市
緑
の
少
年
団
な
ど
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
26

本
を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
え
び
の
」
が
開
館
す
る
と
特
産

品
販
売
所
は
、多
く
の
人
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
棚
に
並
べ
ら
れ
た
、
と
れ
た
て

野
菜
な
ど
に
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。
約

１
０
０
台
を
収
容
す
る
駐
車
場
は
、
県
内
外

の
車
で
常
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
、
11
時
の

開
店
後
、
多
く
の
人
が
入
店
し
、
野
菜
メ
イ

ン
の
ヘ
ル
シ
ー
料
理
を
品
定
め
し
て
い
ま
し

た
。

　

4
月
20
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
最
終
日
の
5
月
6
日
ま
で
の
来
場

者
数
は
、
6
万
１
６
７
２
人
で
し
た
。
5
月

中
に
は
、
来
場
者
が
10
万
人
に
到
達
す
る
見

込
み
で
す
。

愛
称
が
「
み
な
ほ
ぴ
あ
」
に
決
定

　
「
道
の
駅
え
び
の
」
の
愛
称
が
「
み
な
ほ

ぴ
あ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
2
月
か
ら
全
国

に
公
募
を
行
い
、
３
１
６
点
の
応
募
の
中
か

ら
朝
倉
修
さ
ん
（
札
幌
市
）
の
作
品
に
決
ま

り
ま
し
た
。
愛
称
に
は
、「
た
く
さ
ん
の
人

が
つ
ど
い
、
心
豊
か
な
交
流
を
は
ぐ
く
む
道

の
駅
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
市
畜
産
農
政
課
農
政
企
画
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線
（
２
４
１
）

　バイキングレストランでは、新
鮮なえびの産の旬の食材を使った
料理を取りそろえています。野菜
を中心としたヘルシー料理です。
タケノコやキノコを使ったパスタ
やピザなどお勧めです。皆さんも
ぜひ、食べに来てください。

　オープンを無事、迎えましたが、
道の駅が皆さんに愛されるどうか
は、これからが勝負です。従業員
一同、おもてなしの心を第一に、
きめ細やかな接客に努めてまいり
ます。ご来場を心よりお待ちして
います。

　久留米から家族で来ました。え
びの市の道の駅は、野菜などが豊
富でいいですね。施設も明るく、
大きくて、近くにあれば、毎日で
も通いたいですね。子どもたちも、
キンカンソフトクリームがおいし
いと言っています。

道の駅えびの料理長
萩 原 ま こ 　さん

道の駅えびの支配人
大 塚 勉 　さん

久留米在住の
赤 塚 美 佳 　さん（写真右）

旬の食材を使った料理です
ご来店をお待ちしています

愛される道の駅をめざします
ぜひ、ご来場ください

明るく、大きな道の駅
近くにあれば毎日でも通いたい

「道の駅えびの」オープン

えびのの魅力
よかもんがいっぱい

I n t e r v i e w

館内には、地元でとれた新鮮な野菜や宮崎牛など多くの品物が並んでいます30 品前後の料理が並ぶバイキングレストラン駐車場は、常にいっぱいでした

テープカットで物産館がオープン

キンカンソフトクリームは大人気ソメイヨシノ 26 本を植樹しました
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市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　図は、公共的サービスの提供について、市民、市民団体と行政の関係には多様なレベルがあることをモデル的に表したもの
です。どのような役割分担と責任の範囲が適当かなど、決まった形があるわけではなく、双方と現状についての認識を一致さ
せ、合意しながら決めていくことが重要です。

●協働の領域（図 1）

●市民、市民団体、企業、行政の役割

Q 今なぜ協働が必要？（協働が必要とされる背景）

A ・少子高齢化・過疎化による人口減少
・地方分権の進展
・地域コミュニティの機能低下
・自発的な市民活動の活発化
　などが背景として考えられます。

Q 協働の基本原則（ルール）は？

A 「目的の共有」、「相互理解」、「対等の関係」、「自主性の尊
重」、「自立化の促進」、「役割分担と責任分担の明確化」、「情
報の公開」、「情報の共有」、「変革の受け入れ」、「期限の明
確化」、「適切な対価の支払い」などのルールがあります。

Q 協働の形態（関わり合い方）は？

A 「情報提供・交換」、「企画段階からの参画、政策提案」、「共
催・後援」、「実行委員会・協議会」、「委託」、「補助金等の
交付」、「公共財産の活用」、「事業協力」などがあります。

Q 協働を進める施策は ?

A 「人材の育成」、「情報の共有」、「地域コミュニティによる
地域づくり」、「市民参画制度の充実」、「市民活動への支援
体制の充実」、「庁内推進体制の整備」、「協働の啓発」など
です。

●協働のまちづくりのための Q ＆ A 私
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

と
も
に
手
を
携
え
て

　

え
び
の
市
で
は
、
地
域
住
民
と
行
政
が

手
を
携
え
て
、お
互
い
が
対
等
な
立
場
で
、

そ
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
く
「
協

働
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
「
協
働
」
と
は
、
市
民
と
行
政
が
住
み

や
す
い
魅
力
あ
る
え
び
の
市
を
つ
く
る
と

い
う
共
通
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
民
が
相
互
に
ま
た
は
市
民
と
行
政
が
対

等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
相
手
）
と
し
て
、「
信

頼
と
理
解
の
も
と
に
」「
共
に
考
え
」「
お

互
い
の
特
性
や
能
力
を
生
か
し
な
が
ら
」

連
携
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

今
な
ぜ
協
働
が
必
要
な
の
か

　

例
え
ば
、
地
震
等
の
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
行
政
の
力
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
実
際
に
大
災
害
に
あ
っ
た
地
域

で
は
、
行
政
の
機
能
が
低
下
し
、
住
民
同

士
の
助
け
合
い
や
、
市
民
団
体
等
の
活
動

が
被
災
者
の
救
助
に
大
き
な
力
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

行
政
主
導
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
が
唱
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
働
が
必
要
と
さ
れ
る
社
会
的

背
景
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

・
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減

少・
地
方
分
権
の
進
展

・
自
発
的
な
市
民
活
動
の
活
発
化

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
を
策
定

　
　

市
で
は
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
よ
り

具
体
的
な
方
向
や
目
標
を
示
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
通
の
認
識
を
持
つ
た
め
の

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
公
募
に

よ
る
市
民
と
市
民
団
体
な
ど
で
構
成
す
る

「
え
び
の
市
協
働
推
進
市
民
会
議
」
で
協

議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

指
針
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
協
働
の
考
え
方
や
ル
ー
ル
な
ど
基
本
的

な
事
項
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。　

ど
ん
な
も
の
が
協
働
?

　

協
働
が
ふ
さ
わ
し
い
領
域
は
、「
市
民

主
導
の
領
域
（
補
助
金
を
活
動
し
た
事
業

な
ど
）」、「
連
携
・
協
力
の
領
域
（
イ
ベ

ン
ト
企
画
型
実
行
委
員
会
な
ど
）」、「
行

政
主
導
の
領
域
（
市
民
提
案
制
度
な
ど
）」

で
す
。
自
治
会
や
地
区
の
行
事
な
ど
「
市

民
主
体
の
領
域
」
や
、
公
共
事
業
、
許
認

可
な
ど
「
行
政
の
主
体
の
領
域
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
主
体
が
取
り
組
む
べ
き
領
域
と

な
り
ま
す
。
協
働
が
ふ
さ
わ
し
い
領
域
は
、

こ
れ
ら
２
つ
の
領
域
を
除
い
た
領
域
と
な

り
ま
す
（
図
１
）。

主
人
公
は
市
民
の
皆
さ
ん
で
す

　

今
、
地
方
分
権
時
代
が
進
み
、
全
国
的

に
も
住
民
自
治
の
充
実
や
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

え
び
の
市
で
も
、
市
民
や
地
域
が
持
つ
力

を
発
揮
し
た
活
動
を
推
進
し
、
地
域
の
課

題
は
市
民
自
ら
が
解
決
す
る
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た
活
動
を
活
発

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

え
び
の
市
民
の
未
来
の
た
め
に
、
と
も

に
手
を
携
え
て
、
と
も
に
知
恵
を
絞
り
、

と
も
に
汗
を
か
き
、
と
も
に
幸
せ
が
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

主
人
公
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
問
市
民
協
働
課

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
３
）

市民主体の領域 市民主導の領域 連携協力の領域 行政主導の領域 行政主体の領域

市民の責任と主体性
によって行う領域

市民の主体性のもと
に行政の協力によっ
て行う領域

市民と行政がそれぞ
れの主体性のもとに
行う領域

行政主導の活動で市
民参画を求める領域

行政が自らの責任で
処理していく領域

例）
自 治 会、 地 区 行 事、
ボランティア活動等

例）
補 助 金 事 業、 ま ち づ
くり活動等

例）
イベント企画実行委員
会等

例）
市民提案制度、審議会
等

例）
許 認 可、 公 共 事 業、
施設整備事業等

役　割
市民（個人としての市民）地域に関心を持ち、地域の活動（自治会活動等）に積極的に参加することが大切です

地域コミュニティ 住民相互の親睦や世代間の交流を進めながら、後継者育成を含めて地域にあった組織づくりが大切です

市民活動団体 市民活動団体は、その経験や専門的知識、情報をさまざまな機会に活用することが大切です

企業・事業者 企業・事業者も地域の一員であり、積極的にまちづくりに参加していくことが大切です

行政 協働に対する理解と実践を進めていくため、さまざまな施策を進めていくことが大切です

協働の領域
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市民提案型自主事業

地域運営協議会

地域コミュニティ担当者制度

市民活動支援センターの開設

備品、公用車貸出事業

　これまで市が主催として実施している事業を、市民の
皆さんが企画し、実施してもらうことで、市民の要望を
反映した自由な発想による事業を実現します。
　あらかじめ市が提起する課題、テーマ等について、広
く市民の皆さんからの建設的な提案、アイデア等を公募
し、審査会により提案事業団体を選定します。
　平成 24 年度の市民提案自主文化事業では、「第九を
歌う会」による「第九でえびのを元気に」公演、「えび
のジュニアミュージカル」による「とどろん滝のがらっ
ぱどん」公演などが行われました。

　人口減少、高齢化が進むことで近い将来、各自治会の
運営が難しくなることが懸念されています。このため、
自治会同士の連携や行政との協働の取り組みが必要に
なってくると考えられます。そこで、地域活性化と地域
課題解決のため、新たな自治組織「地域運営協議会」の
設立を提案しています。
　地域運営協議会は、中学校区内の複数の自治会と各種
団体等が連携し、地域の活性化や地域の身近な問題解決
を目的に、地域住民が主体となって活動に取り組む新た
な自治組織です。真幸、加久藤、上江、飯野の 4 中学
校区に一つずつ協議会の設置を提案しています。

　地域コミュニティ（自治会等）に対する行政案内、支
援活動等を行う「地域コミュニティ担当者（市職員）」
を配置しました。これは、市民と行政との協働のまちづ
くりを推進することを目的とするものです。地域コミュ
ニティ担当者は、1 ～ 2 自治会に 1 人の割合で配置して
おり、主に次のような業務を行います。
①地域の現況・課題の収集を行うこと。②自治会が自主
的に行う行事に対し、行政情報を提供すること。③自治
会からの行政に対する地域の要望や課題等について、関
係部署との連絡調整を行うこと。④備品、公用車貸出制
度について、自治会の借用申請等の取次ぎを行うこと。

　協働推進事業の一つとして、備品と公用車の貸出事業
をはじめました。これは、市民団体などの自主的な公益
活動を支援するために、市の公務に支障がない範囲で、
市が所有し管理する備品または公用車を貸し出すもので
す。貸出しする公用車は、青色防犯パトロール車、2 ト
ンダンプ、軽箱バン（スピーカー付き）です。
　公用車の貸出しは、市内道路や河川などの公共施設の
美化活動、市内の交通安全指導、イベント広報など、公
共活動に使用する場合に限られます。営利、宗教、政治
活動などを目的とする活動には貸し出すことはできませ
ん。個人にも貸し出すことはできません。

　市民活動を推進するため、市国際交流センターの 2 階
に、市民活動支援センターを開設しました。市民活動に
関する情報提供や市民団体同士の情報交換、会議室の提
供などを行います。
　センターには、書類等が保管できるロッカー、情報誌
用のラック、活動予定等を記入するホワイトボードなど
を設置しています。
　市民活動支援センターを利用することができる市民団
体は、市内に事務所、活動場所がある 5 人以上で構成
する団体で、会則を定め、適切な会計処理を行っている
などの条件を満たす団体です。

まちづくりに活用を

各種取り組み
市民協働へ向けた

市では、協働推進実施計画に基づき次のような事
業に取り組んでいます。
今後、さらに、市民協働に向けたさまざまな事業
を展開していきます。
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予算現額 収入済額 収入率
地方交付税 4,547,606,000 円 4,547,606,000 円 100.0％

市税 1,770,164,000 円 1,794,331,901 円 101.4％

国庫支出金 1,556,289,000 円 1,215,643,847 円 78.1％

県支出金 824,446,000 円 682,188,857 円 82.7%

市債 841,988,000 円 413,088,000 円 49.1％

繰越金 321,512,000 円 321,512,421 円 100.0％

諸収入 296,285,000 円 285,958,991 円 96.5%

その他 1,155,428,000 円 1,135,739,113 円 98.3％

合計 11,313,718,000 円 10,396,069,130 円 91.9％

◎一般会計歳入

用語説明

【地方交付税】地方公共団体が等しくその行うべき事務を遂
行できるよう、一定の基準により国を通じて交付されるお金

【市税】市民の皆さんに納めていただいた市民税や固定資産
税などの税金

【国庫支出金】国から市に支出される補助金や委託金など
【県支出金】県から市に支出される補助金や委託金など
【市債】市がさまざまな事業を行う時、長期に渡って借りる

お金
【繰越金】前年度から繰り越されたお金
【諸収入】市の預金利子や各種貸付金の元利収入
【その他】財産収入や使用料および手数料、寄附金、国から

の各種交付金など

地
方
交
付
税

市
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

市
債

繰
越
金

諸
収
入

そ
の
他

５億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

予
算
現
額

収
入
済
額

～

歳
入

　平成 25 年 3 月 31 日現在の市債残高（市が借り入れたお
金の残金）は、次のとおりです。
　なお、平成 24 年度の一時借入金（年度内の支払資金不足
を補うため一時的に借り入れるお金）はありません。

　平成 25 年 3 月 31 日現在の市民の負担は、次のとおりです。
　個人市民税の収入済額は、4 億 9,245 万 8,651 円で、これ
を市民一人あたり（平成 25 年 3 月 31 日現在住民基本台帳
人口 21,478 人）にすると、約 2 万 2,928 円となります。
　一世帯あたり（平成 25 年 3 月 31 日現在住民基本台帳世
帯数 10,240 世帯）では、約 4 万 8,091 円となります。

市民一人あたり

22,928 円

■お問い合わせ先
市財政課財政係
☎ 35-1111（内線 381・382）

◎一般会計歳出
予算現額 支出済額 支出率

民生費 3,823,609,895 円 3,375,321,637 円 88.3％

総務費 2,104,468,623 円 1,149,149,593 円 54.6％

農林水産業費 1,118,718,000 円 850,724,086 円 76.0％

公債費 871,928,000 円 829,859,614 円 95.2％

衛生費 959,641,000 円 794,658,965 円 82.8％

教育費 762,199,000 円 670,922,377 円 88.0%

土木費 709,749,000 円 553,652,472 円 78.0%

その他 963,404,482 円 815,258,765 円 84.6％

合計 11,313,718,000 円 9,039,547,509 円 79.9％

民
生
費

総
務
費

公
債
費

教
育
費

衛
生
費

農
林
水

産
業
費

土
木
費

そ
の
他

５億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

予
算
現
額

支
出
済
額

用語説明

【民生費】子どもや高齢者、体の不自由な方のために使われ
る経費

【総務費】行政運営のために使われる経費
【農林水産業費】農業、畜産の振興のために使われる経費
【公債費】えびの市の借入金の返済のために使われる経費
【衛生費】ごみ、し尿の処理や、市民の皆さんの健康を守る

ために使われる経費
【教育費】学校、公民館、体育施設などの整備や、教育の振

興のために使われる経費
【土木費】道路建設や公園の整備などに使われる経費
【その他】市議会の運営や、商工の振興、防災活動などに使

われる経費

◎特別会計の状況
会計名

歳入 歳出
予算額 収入済額 予算額 支出済額

国民健康保険特別会計 3,662,145 3,241,338 3,662,145 3,192,100

後期高齢者医療特別会計 619,445 617,147 619,445 613,430

介護保険特別会計 2,838,639 2,359,764 2,838,639 2,533,884

観光特別会計 32,102 25,789 32,102 30,465

合計 7,152,331 6,244,038 7,152,331 6,369,879

◎市債残高と一時借入金の状況

区分 現在高

市
債

一般会計 7,337,545

水道事業会計 1,023,518

病院事業会計 34,217

一時借入金 0

【単位：千円】

【単位：千円】

◎住民負担の状況

一世帯あたり

48,091 円

　

平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
の

支
出
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
１
３
億
１
３
７
１
万
８
０
０
０

円
（
う
ち
平
成
23
年
度
か
ら
の
繰

越
額
５
５
７
２
万
３
０
０
０
円
）

に
対
し
て
、
支
出
済
額
90
億
３
９

５
４
万
７
５
０
９
円
で
、
執
行
率

79
・
９
％
で
す
。

　

支
出
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
33
億
７
５
３
２
万
１
６

３
７
円
で
、
次
に
総
務
費
の
11
億

４
９
１
４
万
９
５
９
３
円
、
農
林

水
産
業
費
８
億
５
０
７
２
万
４
０

８
６
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

　
平
成
25
年
３
月
３
１
日
現
在
の

収
入
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
１
３
億
１
３
７
１
万
８
０
０
０

円
（
う
ち
平
成
23
年
度
か
ら
の
繰

越
額
５
５
７
２
万
３
０
０
０
円
）

に
対
し
て
、
収
入
済
額
１
０
３
億

９
６
０
６
万
９
１
３
０
円
で
、
収

入
率
91
・
9
％
で
す
。

　

収
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

地
方
交
付
税
の
45
億
４
７
６
０
万

６
０
０
０
円
で
、
次
に
市
税
17
億

９
４
３
３
万
１
９
０
１
円
、
国
庫

支
出
金
の
12
億
１
５
６
４
万
３
８

４
７
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

え
び
の
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

え
び
の
市
の
財
政
状
況
は
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
ど
れ
く
ら
い
収
入
し
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
、

平
成
25
年
3
月
31
日
現
在
の
予
算
の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

～
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え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
付

金
に
、
平
成
24
年
度
は
、
54
人
か

ら
合
計
３
９
９
万
１
０
０
０
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、「
え

び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
基
金
」
に

積
み
立
て
、
寄
付
者
の
意
向
に

沿
っ
た
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
付

金
」
は
平
成
20
年
に
設
立
さ
れ
、

え
び
の
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
え

び
の
の
発
展
を
願
う
人
々
の
思
い

を
寄
付
を
通
じ
て
実
現
し
、
多
様

な
人
々
の
参
画
に
よ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

克
服
し
な
が
ら
、
市
民
一
丸
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
２
２
）

ふ
る
さ
と
へ
の
支
援
に
感
謝

え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
付
金
寄
付
状
況

事業別寄付件数と寄付金額

えびの市心のふるさと基金積立状況

基金からの平成 24 年度事業への繰入れ状況

寄付者一覧（敬称略・日付順）

※了解を得た人のみ掲載。「＊＊＊」は非公表。

事業の種類 寄付件数 寄付金額
（1）地域福祉の充実などに関する事業 14 件 1,079,000 円
（2）自然環境の保全などに関する事業 3 件 70,000 円
（3）伝統文化の保存などに関する事業 5 件 642,000 円
（4）その他市長が必要と認める事業 32 件 2,200,000 円

合計 54 件 3,991,000 円

区分 平成 24 年度末残高 平成 23 年度末残高
積立金 14,693,290 円 12,889,290 円

◎地域福祉活動事業補助金 1,334,000 円
◎グワッケンケンまつり 563,000 円

氏名 住所 寄付金額 氏名 住所 寄付金額
匿名 神奈川県厚木市 ＊＊＊ 匿名 ＊＊＊＊＊＊ 30,000
中神 啓四郎 千葉県流山市 ＊＊＊ 山代 由美子 神奈川県横浜市 ＊＊＊
豊福 豊次 ＊＊＊＊＊＊ 20,000 落合 力 大阪府河内長野市 30,000
黒江 穂積 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 前原 孝次 兵庫県高砂市 10,000
黒江 ミエ子 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 廣田 イミ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊
大后 義雄 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 吉村 真治 千葉県松戸市 50,000
松永 基男 愛知県安城市 10,000 吉村 幸子 千葉県松戸市 50,000
矢場 浩子 神奈川県川崎市 69,000 冨満 忠晴 ＊＊＊＊＊＊ 200,000
匿名 岐阜県各務原市 ＊＊＊ 地村 修二 東京都多摩市 500,000

上野 芳伸 宮崎県えびの市 5,000 有限会社クリタ
岩屋 憲一良 滋賀県栗東市 ＊＊＊

磯脇 ちら子 愛知県みよし市 10,000 梶原 起久子 大阪府大阪市 10,000
戸口田 克維 兵庫県加古川市 20,000 下原 次男 大阪府高槻市 2,000
川崎 ユミ子 愛知県一宮市 10,000 信田 益宏 大阪府和泉市 ＊＊＊
南 一郎 茨城県笠間市 300,000 西井 龍一 宮崎県宮崎市 150,000
竹下 幸男 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 田中 純男 ＊＊＊＊＊＊ 100,000

富田 五郎 東京都足立区 20,000 宮崎えびの会会長
永崎 収一 宮崎県宮崎市 ＊＊＊

匿名 宮崎県宮崎市 60,000 嶋名 國夫 愛知県安城市 30,000
屋敷 良展 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 匿名 愛知県長久手市 250,000
平松 のり子 大阪府豊中市 20,000 匿名 愛知県長久手市 50,000
田北 秀男 大阪府大阪市 50,000

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨
や

台
風
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
な

ど
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

風
水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
大

雨
や
台
風
な
ど
気
象
の
変
化
に
日

ご
ろ
か
ら
関
心
を
持
ち
、
事
前
に

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

【
土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
】

　

大
雨
が
原
因
の
が
け
崩
れ
、
土

石
流
、
地
す
べ
り
等
の
土
砂
災
害

災
害
へ
の
準
備
を
忘
れ
ず
に

大
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
の
季
節
に
な
り
ま
す

　「非常持出品」は、災害発生時に持ち出すべきもの
「第 1 次持出品」と、災害復旧までの数日間（最低 3 日

分）に必要な「第 2 次持出品」に分類することができ
ます。水道、電気、ガスなど全てのライフラインが止まっ
た場合を想定して自分にあった重さのものを準備しま
しょう。

非常用持出品（例）
印鑑、現金、救急箱、預金通帳、懐中
電灯、ライター、ろうそく、ナイフ、
衣類、手袋、インスタントラーメン、
ラジオ、食品、常用薬
など

地　区 避難場所 電話番号

飯野地区

飯野中学校体育館 33-0021
飯野小学校体育館 33-0008
大河平小学校体育館 33-0970
高野畜産管理センター 33-1990
えびの市民体育館 33-5332
飯野駅前地区体育館 33-5035
えびの市文化センター 35-2268
飯野地区コミュニティセンター 33-0030

上江地区
上江中学校体育館 33-0315
上江小学校体育館 33-0133
上江地区体育館 33-5799

加久藤地区

加久藤中学校体育館 35-1353
加久藤小学校体育館 35-1351
加久藤小学校尾八重野分校体育館 35-1995
加久藤地区体育館 35-2290
えびの市国際交流センター 35-3211

真幸地区

岡元小学校体育館 37-2240
真幸地区体育館 37-0004
旧真幸小学校西内竪分校
真幸地区コミュニティセンター 37-3221
老人福祉センター 37-1329

■風水害（豪雨）時の屋内避難所

■災害に備え、非常持出品の準備を

は
一
瞬
で
人
の
命
を
奪
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
場
所
は
、
い
つ
災

害
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
土
砂
災
害
情
報
に
も

注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
都
道

府
県
と
気
象
庁
が
共
同
で
発
表
す

る
防
災
情
報
で
す
。

【
正
確
な
情
報
を
確
認
す
る
】

　

大
雨
や
台
風
は
、
襲
来
時
期
や

規
模
が
気
象
情
報
な
ど
で
予
測
で

き
ま
す
。
最
新
の
気
象
情
報
を
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
確
認
し
、
注
意
報
や
警

報
に
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
危
険
を
感
じ
た
ら
自
主
避
難
】

　

災
害
時
の
避
難
情
報
は
３
段
階

に
分
か
れ
て
発
令
さ
れ
ま
す
。
避

難
準
備
を
促
す
「
避
難
準
備
情

報
」、
避
難
を
促
す
「
避
難
勧
告
」、

さ
ら
に
状
況
が
悪
化
し
、
避
難
す

べ
き
時
期
が
切
迫
し
た
場
合
の

「
避
難
指
示
」
で
す
。

　

避
難
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
防
災
無

線
や
広
報
車
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
等

の
避
難
情
報
が
出
て
い
な
く
て
も
、

危
険
を
感
じ
た
場
合
は
速
や
か
に

自
主
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
総
務
課
防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
３
）
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空いている土地や家屋を空き家バンクに登録しませんか

　

4
月
15
日
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
隊
員
1
人
が
、
新
た
に
え
び
の

市
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域

の
課
題
を
外
部
の
人
材
を
活
用
し

な
が
ら
解
決
し
よ
う
と
い
う
総
務

省
の
推
進
事
業
で
す
。
隊
員
は
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
お
手

伝
い
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
岐
阜

県
出
身
の
山
道
絵
里
隊
員
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
3
年
間
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
、
有
害
鳥
獣
と

し
て
駆
除
さ
れ
た
シ
カ
革
を
活
用

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の

ま
ち
の
相
談
相
手
で
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
や
人
権
侵
害
に
よ

る
被
害
者
の
救
済
を
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
な

ど
の
活
動
は
、
無
報
酬
で
行
っ
て

い
ま
す
。

【
市
の
人
権
擁
護
委
員
】

森
永
時
紀
さ
ん
、東
光
鈴
枝
さ
ん
、

岡
村
輝
美
さ
ん
、金
丸
重
年
さ
ん
、

栗
坂
三
枝
子
さ
ん
、
野
田
勤
さ
ん

　

え
び
の
市
家
畜
防
疫
研
修
会

が
、4
月
30
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。講
演
会
に
は
、

畜
産
農
家
ら
約
１
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
え
び
の
市
で

口こ
う
て
い蹄
疫
が
発
生
し
て
3
年
が
過

ぎ
、
畜
産
農
家
に
あ
ら
た
め
て
口

蹄
疫
へ
の
防
疫
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

講
師
に
は
、
西
都
市
長
の
橋
田

和
実
さ
ん
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　

橋
田
さ
ん
は
「
口
蹄
疫
１
３
０

し
た
製
品
の
開
発
や
販
路
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

山
道
隊
員
は
、「
多
く
の
人
に

シ
カ
革
の
魅
力
を
伝
え
た
い
で

す
。
今
後
は
、
バ
ッ
グ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
経
験
を
生
か
し
、
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い
き
た
い

で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
協
力
隊
員
は
、
早
く
地

域
に
と
け
込
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
農
林
整
備
課
林
務
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
２
２
９
）

シ
カ
革
の
魅
力
を
伝
え
た
い

相
談
く
だ
さ
い
人
権
の
こ
と

口
蹄
疫
１
３
０
日
の
闘
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
新
た
に
1
人
着
任

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

え
び
の
市
家
畜
防
疫
研
修
会

　

え
び
の
市
で
は
定
住
促
進
を
目

的
と
し
て
、
市
内
空
き
家
・
空
き

地
の
売
却
・
賃
貸
を
希
望
す
る
人

に
物
件
情
報
を
登
録
し
て
も
ら

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

全
国
へ
発
信
す
る
「
え
び
の
市
空

き
家
バ
ン
ク
」
制
度
を
行
っ
て
い

ま
す
。
登
録
は
無
料
で
す
。
空
い

て
い
る
土
地
や
家
屋
が
あ
る
場
合

は
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
登
録
方
法
】

　

市
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

　

書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

空
き
家
を
登
録
し
ま
せ
ん
か

ご
利
用
く
だ
さ
い
空
き
家
バ
ン
クも

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

え
び
の
市
定
住
促
進
サ
イ
ト

「
来
ゃ
ん
せ
え
び
の
」　http://

w
w

w
.ebikyan.jp/

【
注
意
事
項
】

・
不
動
産
の
あ
っ
せ
ん
・
仲
介
業

務
を
行
う
人
は
登
録
で
き
ま
せ

ん
。

・
空
き
家
バ
ン
ク
で
は
情
報
提
供

の
み
を
行
い
ま
す
。
空
き
家
等
の

交
渉
・
契
約
に
つ
い
て
は
、
当
事

者
間
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。　

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
３
２
２
）

両手にシカ革の名札入れを持つ山道さん 昨年 12 月に行われた人権啓発企業訪問

体験を基に、現場の悲惨さなどを話す橋田さん

◎
特
設
人
権
相
談
所

【
開
催
日
】
毎
月
第
1
水
曜
日

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】
市
役
所
本
庁
2
階
（
2

‐
1
会
議
室
）

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

守
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
事
前
予
約
が
で
き
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

市
総
務
課
人
権
啓
発
室
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
３
５
０
）

日
間
の
闘
い
」
の
演
題
で
、
約

２
万
頭
が
殺
処
分
さ
れ
た
西
都
市

で
、
口
蹄
疫
対
策
本
部
長
と
し
て

防
疫
に
携
わ
っ
た
こ
と
な
ど
を
体

験
を
交
え
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
橋
田
さ
ん
は
、「
西

都
市
の
牛
の
６
割
は
、
殺
処
分
さ

れ
ま
し
た
。
口
蹄
疫
を
防
ぐ
に
は

は
、
初
動
の
防
疫
が
大
切
。
発
生

し
て
も
迅
速
な
対
応
（
殺
処
分
、

埋
却
）が
重
要
で
す
。
西
都
市
は
、

こ
の
口
蹄
疫
を
経
験
し
て
住
民
の

絆
が
強
ま
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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4
月
14
日
、「
韓
国
岳
・
甑
岳

山
開
き
」
が
え
び
の
高
原
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
山
開
き
に
は
、
登
山

愛
好
家
や
関
係
者
ら
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
開
き
で
は
、
登
山
客
の
安
全

を
願
っ
て
神
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
に
は
、
白
鳥
温
泉

な
ど
で
使
え
る
入
浴
券
な
ど
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
高
原
一
帯
に
は
霧
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、参
加
者
は
、

山
頂
を
め
ざ
し
、
元
気
に
出
発
し

て
い
ま
し
た
。

　

4
月
11
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
25
年
度
小
・
中
学
校
教

職
員
新
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
任
式
に
は
、
今
年
度
新
た
に

え
び
の
市
の
教
職
員
に
な
っ
た
25

人
（
校
長
1
人
、
教
頭
3
人
、
教

諭
16
人
、
養
護
教
諭
3
人
、
栄
養

教
諭
1
人
、
事
務
職
員
1
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

新
任
教
職
員
を
代
表
し
て
井
上

雅
典
校
長
（
上
江
小
中
）
は
「
教

育
者
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、

充
実
し
た
教
育
活
動
に
誠
心
誠
意
、

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

5
月
4
日
、
末
永
地
区
で
「
田
の
神

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
末
永
地

区
で
は
、
五
穀
豊
穣じ

ょ
うを
願
っ
て
毎
年
こ

の
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
地
区
内
に
あ
る
田
の

神
さ
あ
の
1
年
間
の
汚
れ
を
落
と
し
、

白
や
赤
、
黒
の
ペ
ン
キ
で
化
粧
直
し
を

　

4
月
19
日
、
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
「
韓
国
芸
能
交
流
の
つ
ど
い
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
お
こ
び
ら
つ
つ
じ
祭
り

に
招
か
れ
た
韓
国
尚
州
文
化
院
の
郷
土

芸
能
を
、
多
く
の
市
民
に
見
て
も
ら
お

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

つ
ど
い
で
は
、
韓
国
の
芸
能
団
員
が

韓国岳・甑岳山開き

登山客の安全を願って
小・中学校教職員新任式

25人の先生がえびの市に

田の神さあもお色直し

韓国の郷土芸能を堪能

末永地区で「田の神まつり」

韓国芸能交流のつどい

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
田
の
神
さ
あ
を

ト
ラ
ク
タ
ー
の
荷
台
に
乗
せ
、
五
穀
豊

穣
を
願
い
、
地
区
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
地
域
の
人
は
、

田
の
神
さ
あ
を
囲
み
、
親
睦
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
コ
マ
を
や
り

取
り
す
る
郷
土
芸
能
な
ど
を
披
露
し
ま

し
た
。
訪
れ
た
約
70
人
は
、
演
技
が
終

わ
る
た
び
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

4
月
20
日
に
は
、
大
河
平
地
区
で
郷

土
芸
能
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
28
日
、
白
鳥
温
泉
下
湯
ピ

ク
ニ
ッ
ク
広
場
で
、
災
害
救
助
犬

の
訓
練
（
九
州
救
助
犬
協
会
主

催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
、

九
州
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
え
び
の
で
行
わ
れ
る
の
は
初

め
て
で
す
。
訓
練
に
は
、
九
州
各

地
か
ら
指
導
者
12
人
と
災
害
救
助

犬
17
頭
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
地
震
な
ど
に
よ
る
建

物
の
倒
壊
等
で
の
行
方
不
明
者
の

捜
索
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
で
は
、
指
導
者
と
災
害

救
助
犬
が
、
息
の
合
っ
た
動
き
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
24
日
、
市
内
小
中
学
校
で

「
元
気
！
え
び
の
っ
子
ふ
る
さ
と

給
食
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
給
食
は
、
食
育
の
推
進
や

児
童
生
徒
に
口
蹄て

い

疫
の
記
憶
を
と

ど
め
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

給
食
に
は
、
え
び
の
産
牛
肉
を

使
っ
た「
元
気
！
ぎ
ゅ
ー
っ
と
丼
」

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
食
を
食
べ
た
平
美
奈
人
さ
ん

（
加
久
藤
中
2
年
）
は
、「
え
び
の

産
の
牛
肉
を
使
っ
た
お
い
し
い
給

食
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

九州の災害救助犬が訓練

救助犬がえびので合宿
元気！えびのっ子ふるさと給食

食で口蹄疫を振り返る
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5
年
ぶ
り
4
回
目
の
全
国
制
覇

　
「『
優
勝
、
秀
峰
高
校
』
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

時
は
、
う
れ
し
く
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
話
す
の
は
宮
崎
県
立
小
林
秀
峰
高
校
新
体
操
部
の

前
田
春
希
さ
ん
（
西
上
江
）
で
す
。

　

秀
峰
高
校
新
体
操
部
は
、
3
月
17
日
か
ら
19
日
、

佐
賀
県
佐
賀
市
で
行
わ
れ
た
第
28
回
全
国
高
等
学
校

新
体
操
競
技
選
抜
大
会
で
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。

秀
峰
高
校
が
こ
の
大
会
で
日
本
一
と
な
る
の
は
、
5

年
ぶ
り
4
回
目
で
す
。
現
在
、
秀
峰
高
校
新
体
操
部

の
部
員
は
24
人
で
う
ち
14
人
が
え
び
の
市
出
身
者
で

す
。
こ
の
大
会
で
は
、
8
人
の
選
手
枠
の
内
5
人
が

え
び
の
市
出
身
者
で
し
た
。

　

男
子
新
体
操
の
団
体
演
技
は
、
6
人
で
行
い
ま
す
。

演
技
時
間
は
3
分
で
す
。体
だ
け
を
使
っ
て
行
う
徒

手
体
操
で
の
振
り
付
け
や
動
き
の
組
み
合
わ
せ
、
跳

躍
や
回
転
を
行
う
タ
ン
ブ
リ
ン
グ
の
難
度
、
演
技
自

体
の
構
成
で
評
価
さ
れ
ま
す
。ミ
ス
の
有
無
や
選
手

の
動
き
の
質
な
ど
も
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

秀
峰
高
校
の
新
体
操
の
持
ち
味
は
、
体
操
の
切
れ

と
し
な
や
か
さ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
で
す
。

　

当
日
は
、
団
体
演
技
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
え
び

の
市
出
身
の
4
人
も
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。「
倒

立
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
、
悔
い

が
残
り
ま
す
」
と
向
井
将
也
さ
ん
（
田
代
）。「
演
技

の
流
れ
で
ミ
ス
を
し
た
の
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、
あ

と
の
演
技
に
は
、
影
響
も
な
く
、
み
ん
な
や
り
き
っ

た
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」
と
前
田
豊
さ
ん
（
白
鳥
）

絆で全国連覇をめざす

は
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

チ
ー
ム
の
絆き

ず
なで

勝
ち
取
っ
た
勝
利

　

秀
峰
高
校
新
体
操
部
は
、
毎
日
4
時
間
ほ
ど
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
優
勝
は
、
チ
ー
ム
一
丸
で

き
つ
い
練
習
を
乗
り
越
え
た
こ
と
と
、
競
技
を
通
じ

て
築
き
上
げ
た
仲
間
と
の
絆
が
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

前
田
春
希
さ
ん
は
、「
各
部
分
の
練
習
を
何
本
も

行
っ
た
後
、
演
技
を
通
す
練
習
が
一
番
き
つ
い
で
す
。

体
中
が
パ
ン
パ
ン
に
な
る
く
ら
い
で
す
」

　
「
寒
さ
で
体
が
動
か
な
い
冬
場
の
練
習
も
き
つ
い

で
す
。
新
体
操
を
辞
め
よ
う
と
思
う
ほ
ど
で
す
」
と

向
井
さ
ん
。

全
国
大
会
連
覇
に
向
け
て

　

次
の
公
式
戦
は
、
8
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
す
。

主
将
の
皆
越
大
貴
さ
ん
は
「
秀
峰
高
校
新
体
操
部
は
、

仲
間
と
の
絆
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。固
い
絆
か
ら

生
ま
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
組
技
を
見
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
日
本
一
の
報
告
が

で
き
る
よ
う
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

小
林
秀
峰
高
校
新
体
操
部

①

②
③

④

⑤⑥

団体演技出場メンバー
氏名（出身中学校）
①岩下 涼志（上江中学校）
②前田 豊（上江中学校）
③皆越 大貴（小林中学校）
④向井 将也（上江中学校）
⑤前田 春希（上江中学校）
⑥石川 尚季（小林中学校）
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今
月
は
、
曽
於
市
財
部
町
の
悠

久
の
森
で
植
樹
活
動
を
続
け
て
い

る「
も
み
じ
の
森
の
会
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
遊
歩
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い

る
曽
於
市
財
部
町
の「
悠
久
の

森
」。
森
の
恵
み
を
年
間
通
じ
て

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
の

宝
庫
で
す
。そ
の
森
で
14
年
に
渡

り
、
植
樹
活
動
を
続
け
て
い
る
の

が
、「
も
み
じ
の
森
の
会
」で
す
。

　

植
樹
を
始
め
た
の
は
平
成
12
年
。

ま
ち
お
こ
し
団
体
日
招
塾
の
活
動

●タケノコご 飯

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
上
江

保
育
園
の
園
児
に
も
大
人

気
。「
タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
」
で
す
。

タ
ケ
ノ
コ
は
、
低
カ
ロ
リ
ー
で

カ
リ
ウ
ム
や
食
物
繊
維
が
豊
富
な

野
菜
で
す
。
4
月
か
ら
5
月
に
か

け
て
旬
を
迎
え
る
タ
ケ
ノ
コ
。
だ

し
を
利
か
せ
、
お
好
み
の
食
材
と

シ
ン
プ
ル
に
炊
き
上
げ
た
タ
ケ
ノ

コ
ご
は
ん
を
、
毎
年
1
度
は
味
わ

い
た
い
も
の
で
す
。
作
り
す
ぎ
た

タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
は
、
翌
日
お
に
ぎ

り
に
し
て
食
べ
て
も
最
高
で
す
。

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ご
飯
を

少
し
固
め
に
炊
く
こ
と
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
具
材
と
混
ぜ
た

時
に
ベ
チ
ャ
ッ
と
し
な
く
な
り
ま

す
。
イ
ン
ゲ
ン
は
、
ご
飯
が
炊
き

あ
が
っ
た
後
に
入
れ
ま
す
。
一
緒

に
入
れ
て
炊
き
こ
む
と
イ
ン
ゲ
ン

の
色
が
落
ち
、
色
合
い
が
悪
く
な

り
ま
す
。

【材料】4人分
米 2合、 鶏肉細切れ 60g、タケノ
コ（水煮したもの） 150g、 干しシ
イタケ 5g、ゴボウ 60g、ニンジ
ン 60g、インゲン 30g、油 少々、
砂糖 20g、薄口しょうゆ 40㏄、み
りん 20㏄

【作り方】
① 米は洗っておく。
②シイタケはもどして小さく刻む。タケノコ、ニンジンは食べ
やすく小さく切る。ゴボウはささがきにして、水につけてあく
を取る。鶏肉は熱湯をかけ、湯通しする。
③インゲンは小口切りにし、塩を入れた熱湯で湯がく。
④②の具材をいため、砂糖、しょうゆ、みりんで味付けする。
⑤④の材料を入れ、米を炊く。炊き上がったら、③を入れて蒸
らす。

【紹介者】上江保育園　岡本富美子さん

の
一
環
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
目
的
は「
自
然
に
ふ
れ

て
楽
し
む
」こ
と
、「
未
来
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
残
す
」こ
と
で
す
。

　

も
み
じ
の
森
の
会
代
表
の
川
添

義
一
さ
ん
は「
モ
ミ
ジ（
カ
エ
デ

科
の
数
種
を
指
す
）は
3
0
0
年

以
上
生
き
る
と
い
い
ま
す
。未
来

の
人
が
、
自
分
た
ち
の
植
え
た
木

を
見
る
。そ
ん
な
こ
と
を
想
像
す

る
と
楽
し
い
気
持
ち
に
な
る
ん
で

す
」と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

現
在
、
苗
を
預
か
っ
て
育
て
る

里
親
会
員
は
3
0
0
人
以
上
、
一

般
会
員
は
8
0
0
人
以
上
で
植
樹

さ
れ
た
木
は
、
約
6
5
0
0
本
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

春
と
秋
に
開
催
さ
れ
る
植
樹
祭

に
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参

加
し
、
カ
エ
デ
や
山
桜
な
ど
を
植

え
ま
す
。
植
樹
後
に
は
、
食
事
会

や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
、

そ
の
交
流
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る「
悠

久
の
森
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」で

は
、
植
樹
さ
れ
た
モ
ミ
ジ
が
美
し

く
色
づ
き
、
参
加
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。「
モ
ミ
ジ
の
植

樹
を
通
じ
て
未
来
に
夢
を
描
く
」

こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
も
み
じ
の
森

の
会
は
こ
れ
か
ら
も
植
樹
活
動
を

続
け
ま
す
。

毎年一度は味わいたい旬の一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

vol.61

レシ
ピ

美しく色づいたモミジ

霧島市小林市

出の山ホタル恋まつり
● 日時＝6月9日（日）ま
で

　午後7時～午後9時
●�場所＝小林市出の山
公園

●�内容＝穏やかな音楽
の中でホタルを鑑賞。
新企画として、普段
は立入禁止としてい
る水路をまつり期間
中のみ開放します。ホ
タルの乱舞を間近で
見ることができます。

�小林市観光協会　☎0984-22-8684 �林務水産課林務水産グループ　☎0995-64-0938

◇
未
来
に
描
く
夢

● 日時＝6月9日（日）午前11時～午後3時
●�出発＝日当山温泉公園（隼人町）
●�内容＝鮎の塩焼き・生き鮎・鮎めしの販売（なくなり次
第終了）、魚のつかみ捕り（小学生以下）などがありま
す。会場に設けた長い塩焼きコーナーはイベント名物。

第25回 鮎まつり



110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119
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そ
も
そ
も
私
た
ち
の
会
が
発
足
し
た

の
は
、
Ｊ
Ｒ
え
び
の
飯
野
駅
の
ト
イ
レ

が
使
用
禁
止
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
駅
の
公
衆
ト
イ
レ
の
再
開
に

向
け
て
Ｊ
Ｒ
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
た

結
果
、
地
域
で
駅
の
維
持
管
理
を
す
る

こ
と
を
条
件
に
ト
イ
レ
再
開
を
認
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
駅
構
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
駅
周
辺
の
環
境
整
備
、
花
い
っ
ぱ

い
活
動
な
ど
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
中
心
に
、
駅
を
利
用
す
る
高
校
生
も

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は「
歯
と

口
の
健
康
習
慣
」で
す
。

　
「
歯
」は
食
べ
物
を
か
ん
だ
り
、
言
葉

を
正
し
く
発
音
し
た
り
す
る
た
め
に
と

て
も
大
切
な
も
の
で
す
。
虫
歯
や
歯
周

病
な
ど
の
病
気
に
な
る
と
、
お
い
し
く

食
事
を
し
た
り
、
楽
し
く
会
話
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

歯
と
口
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
の

保
持
増
進
に
重
要
で
、
人
生
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

自
分
の
歯
で「
一
生
」お
い
し
く
食
べ

加
わ
っ
て
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

駅
の
公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃
、
花
の
手

入
れ
、
駅
舎
周
辺
の
美
化
活
動
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
で
駅
が
き
れ
い
に
な

り
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
も
な
く
な
り

ま
し
た
。
駅
を
利
用
す
る
人
の
美
意
識

の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。地

元
の
駅
を
地
域
住
民
で
き
れ
い
に

す
る
。
こ
の
活
動
が
、
駅
を
中
心
と
し

た
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

今
後
も
「
と
い
ち
ら
か
さ
ん
会
」（
取

り
散
ら
か
さ
な
い
会
）
は
継
続
し
、
駅

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

る
た
め
に
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
お
口
の

健
康
に
心
が
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

　

図
の
よ
う
に
、
１
歳
６
か
月
児
で
は
、

む
し
歯
の
あ
る
人
の
割
合
は
低
い
も
の

の
、
３
歳
児
、
12
歳
児
に
つ
れ
、
え
び

の
市
の
む
し
歯
の
あ
る
人
の
割
合
は
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
も
、
か
か
り

つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
定
期
的
に
健
診

を
う
け
る
と
と
も
に
、
丁
寧
な
歯
み
が

き
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

文
：
山
之
口
保
健
師

○
契
約
書
や
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
る

○
困
っ
た
ら
信
頼
で
き
る
人
な
ど
に
相

談
　

消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
で
お
困
り

の
場
合
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
相

談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
環
境
課

生
活
環
境
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

お
近
く
の
「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
環
境
課
生
活
環
境
係　

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
2
8
6
）

　

文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

ぷらいど21基金助成団体の活動紹介

まちづくり活動 いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  a c t i v i t i e s

6
月
4
日
か
ら
10
日
は
、歯
と
口
の
健
康
週
間

駅
ト
イ
レ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
え
び
の
飯
野
駅
を
と
い
ち
ら
か
さ
ん
会

えびの飯野駅をといち
らかさん会
会長　戸山義輝さん

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

消
費
生
活
に
関
す
る
身
近
な
相
談
員

駅構内には、ベンチなどを整備しました 奥松常子さん、中堀ふじ子さん、小牟田由美さん

 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
、
消
費
生
活
に

関
す
る
こ
と
で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
、
そ

ん
な
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
を
中
立
な
立
場
か
ら
解
決

に
向
け
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
直
接
助
言

を
行
っ
た
り
、
関
係
機
関
へ
連
絡
を
行

い
、
そ
の
連
絡
結
果
を
相
談
者
に
回
答

し
た
り
と
、
皆
さ
ん
の
悩
み
を
解
決
へ

と
導
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
え
び
の
市
内
に
は
、
３
人

の
「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
い

ま
す
。今
年
度
の
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
、
写
真
の
３
人
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
】

○
う
ま
い
話
に
は
近
づ
か
な
い

○
必
要
で
な
け
れ
ば
勇
気
を
持
っ
て
断

る○
買
う
前
に
、
家
族
や
知
人
に
相
談

○
印
か
ん
は
、
契
約
内
容
を
確
か
め
て

自
分
で
押
印

自転車事故多発

出かける前には火の始末を

これからの季節、農繁期に入り、田植えの準備な
どで家を留守にする機会が多くなると思います。

出かける前には、火の始末などをしっかり行ってか
ら、家を出るように心がけましょう。
　空気が乾燥している日も多いので、火の取り扱い
には、注意してください。

【農業機械による事故を防ぎましょう】
　トラクターなどの農業機械による事故も多発して
います。機械の転倒や巻き込み事故等には注意して
作業を行ってください。

宮 崎 県 で は 、5 月 を 自 転 車 マ ナ ー ア ッ プ 強 化
月 間 と 指 定 し 、自 転 車 の 安 全 な 利 用 を 呼 び

か け て い ま す 。え び の 市 で は 、4 月 中 に 、自 転 車
利 用 者 の 交 通 事 故 が 連 続 し て 発 生 す る な ど 、予
断 を 許 さ な い 状 況 で す 。
　 自 転 車 は だ れ で も 利 用 で き る 身 近 な 乗 り 物 で
す が 、道 路 交 通 法 で は 、「 軽 車 両 」と し て 位 置 づ
け ら れ 、自 動 車 や 車 と 同 じ よ う な ル ー ル が 定 め
ら れ て い ま す 。
　 自 転 車 利 用 者 も 交 差 点 で は 一 時 停 止 す る な
ど 交 通 ル ー ル を 必 ず 守 り 、事 故 に 遭 わ な い よ う 、
安 全 な 運 転 を 心 が け ま し ょ う 。

4月の交通事故発生状況
人 身 12件 本年4月末 36件
物 件 20件� 本年4月末 87件

4月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 2件 年 計 8件
救 急 69件� 年 計 267件

20％

40％

60％

80％

全
国
宮
崎
県

え
び
の
市

1 歳 6 か月児 3 歳児 12 歳児

◎むし歯がある人の割合（平成22年度）
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先
立
て
る
君
の
名
呼
び
つ
佇
つ
阿
蘇
路

木こ
だ
ま霊

し
被か
ぶ

る
灰
も
い
と
し
き原

田
　
遠
矢
国
男

若
夏
の
若
葉
、
青
葉
の
季
節
と
な
り
、
ま
さ
に

薫
風
の
漂
う
阿
蘇
に
来
て
亡
き
妻
と
の
思
い
出

に
浸
り
活
火
山
の
降
る
灰
に
さ
へ
胸
に
込
み
上

げ
る
も
の
が
あ
る
作
者
。
人
は
最
愛
の
伴
侶
を

亡
く
し
て
始
め
て
失
っ
た
も
の
の
大
切
さ
を
知

る
。
焦
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
人
生
の
遍
路
旅
を

続
け
て
行
か
れ
る
事
を
願
う
。
妻
恋
の
相
聞（
そ

う
も
ん
）の
詠
で
あ
る
。（
評�

竹
下
妙
子
）

新
し
い
命

西
川
北
　
山
下
常
昌

四
人
目
の
ひ
孫
が
生
ま
れ
た

日
を
追
う
ご
と
に

人
ら
し
く
な
っ
て
く
る

泣
き
声
も

大
き
く
な
っ
て
き
た

張
り
上
げ
る
そ
の
声
は

ま
た
新
鮮
な
驚
き
を

与
え
て
く
れ
る

ト
ン
ネ
ル
の
先
は
ふ
る
さ
と
風
五
月

中
島
　
石
坂
伊
左
郎

八
代
か
ら
九
州
山
地
を
越
え
て
加
久
藤
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
、
突
然
眼
下
の
視
界
が
広
が
り

ま
す
。
霧
島
の
山
並
み
を
背
景
に
し
た
盆
地
は

爽
や
か
な
五
月
の
風
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。（
自

註
）

短
歌

俳
句詩

お店で手に入れやすくて
育てやすい植物の育て

方や特徴、植物が持つパワー
やいわれなどが紹介されてい
ます。
　植物のいわれによって「新
しいはじまり」、「夢の実現」
など4つのカテゴリーに分か
れています。この本であなた
の思いにぴったりの植物に出
会えるかもしれません。
　植物と一緒に、あなたの思
いを育ててみませんか。

贈ろう、飾ろう、インドアグ
リーンと小さな花鉢
杉原 梨江子／監修

（株式会社主婦の友社）

150年前に彫られたこま犬
は、石工の魂を宿して神

社を守ります。「あ」は親方の
「うん」は弟子の佐助の魂が…

　この2頭は話をします。は
なし声は、6歳以下の子ども
と100歳以上の人間にだけ聞
こえます。
　大工見習の耕平、幼稚園児
の翔太、こま犬佐助が織りな
すファンタジー。
　3人の友情と思いやり。心
温まる児童童。ぜひ一読を。

狛犬の佐助 迷子の巻

伊藤 遊／作
（株式会社ポプラ社）

週間行事 蔵書点検（6/18 ～ 6/27まで休館）
1 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

かたっみろかい 13：30 ～ 15：00
2 日 おもしろ講座 10：30 ～ 11：30
3 月 図書館休館日
5 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
7 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
8 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

10 月 図書館休館日
12 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
15 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

奥松さんちのじどっこ賞（春季）表彰 13：00 ～ 14：30
ちょこっと講座（太鼓橋） 13：30 ～ 14：30

17 月 図書館休館日
19 水 ブックスタート（１歳児に絵本配布）
25 火 ドリームカー（子育て支援センター） 10：30 ～ 12：00
28 金 喫茶「ふら～っと」営業 9：45 ～ 11：00
29 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

◎6月のスケジュール

◎イベント
太鼓橋を作って遊ぼう！
●とき＝6月15日（土）13：30 ～ 14：30
●ところ＝市民図書館学習室
●参加料＝無料
●定員＝先着20人
●対象＝小学生～大人まで

のぞいてみよう！ちょこっと心理学
●とき＝6月2日（日）10：30 ～ 11：30
●ところ＝市民図書館学習室
●参加料＝無料
●定員＝先着12人

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「つくもがみ、遊ぼうよ」　畠中恵 著　角川文庫
○「ハーブ・スパイスの事典」　成美堂出版編集部 編　成美堂出版
○「花の七十二候」　環境デザイン研究所 編　誠文堂新光社
○「色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上春樹 著　文芸春秋

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 37 ｰ 2528まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

※このコーナーは、これまでの広報紙の記事を一部抜粋、修正して掲載しています

今月は、28 年前の広報紙にタイムスリップ

第2回えびの京町温泉マラソン大会
　京町温泉観光振興のひとつになればと、第2
回えびの・京町温泉マラソン大会が開催されま
した。
　大会には、九州管内からジョギング愛好家な
ど511人が参加しました。
　選手は、真幸中学校前から西内竪までの5キ
ロ、10キロのコースでそれぞれ健脚を競いまし
た。（昭和60年5月号掲載）

交通少年団発足
　県下では、5番目になる、えびの交通少年団が
発足しました。結団式では、交通少年団の代表
が誓いのことばを力強く宣誓しました。
　このあと、街頭でシートベルト着用などを呼
びかけました。（昭和60年5月号掲載）

たくさんひろうぞ
　大河平小学校で毎年恒例の竹の皮ひろいが行
われました。今年は雨が多かったせいか、カビ
が付いたものが多く、子どもたちはちょっと残
念そうでした。（昭和60年5月号掲載）



25  Ebino City Public Relations, 2013.5 24

さ わ やかフェスタの取 材に行ってきました 。中で も飼
い主の 指 示で 犬 がさまざまな障 害 物を 越 えていく

アジリティードックショー は おもしろかったで す。飼 い主
と 犬との 信 頼 関 係 と、行 き届 いたしつ け が あってこそで
きる業と見 入ってしまいました 。（ 川野）

人　口 20,762人（＋344人）

男性／ 9,831人（＋300人）　女性／ 10,931人（＋44人）

転入／ 454人　転出／ 97人
出生／ 15人　死亡／ 28人

世帯数 9,254世帯（＋378世帯）
（平成25年5月1日現在）

E
d
ito

r's

お し ら せお し ら せ
i n f o m a t i o ni n f o m a t i o n

業の人が学んでいます。
【出願期間】8月31日まで

　詳しくは、放送大学宮崎学習センターへ資料請求（無
料）するか、放送大学ホームページ（ http://www.ouj.
ac.jp ）で確認ください。
問放送大学宮崎学習センター
☎0982-53-1893

戦没者遺児による慰霊友好親善
事業の参加者募集

　日本遺族会では、「戦没者遺児による慰霊友好親善企
業」の参加者を募集しています。この事業は、父等の戦
没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地域
の住民と友好親善を図ることを目的としています。

【参加費用】9万円
【実施地域】
［広域地域］①旧満州、②西部ニューギニア、③アッツ島、

④旧ソ連、⑤中国（1次）、⑥マリアナ諸島、⑦東部ニュー
ギニア（ 1次）、⑧ボルネオ・マレー半島、⑨トラック・パ
ラオ諸島、⑩ソロモン諸島、⑪フィリピン（1次）、⑫ミャ
ンマー・ベトナム（ 1次）、⑬台湾・バシー海峡、⑭東部
ニューギニア（2次）、⑮ミャンマー・インド（2次）、⑯フィ
リピン（2次）、⑰中国（2次）

［特定地域］①ビスマーク諸島、②西部ニューギニア、③
マーシャル・ギルバート諸島
　日程等の詳細は、日本遺族会事務局までお問い合わせ
ください。
　申し込みは、宮崎県遺族連合会までお願いします。
問日本遺族会事務局
☎03-3261-5521
申宮崎県遺族連合会
☎0985-22-2858

フリーダイヤルを設置しました
女性相談所に気軽にお電話を

　配偶者や親しい男女間の暴力（DV ）・セクハラ・生き方・
人間関係・家族の問題などさまざまな問題を抱えて、ど
うしたらいいのかわからない…。そんな時、ひとりで悩
まないでご相談ください。相談は無料です。秘密は厳守
します。

【専用電話】35-0152
【フリーダイヤル】0120-123-693
【相談日】毎週月曜～金曜
【時間】午前9時～午後4時（祝日・年末年始は休み）

※面接相談を希望する場合は、事前にご連絡ください。
問市総務課人権啓発室
☎35-1111（内線350）

ふれあい女性学級生募集

　自主運営による「ふれあい女性学級」が、飯野、上江、
加久藤、真幸の4地区に開設しています。
　学級は、「出会い」、「ふれあい」、「学びあい」の中から
交流を深め、新しい知識や技術を習得し、地域活動へ積
極的に参加してもらうことを目的としています。多数の
参加をお待ちしています。

【募集期間】平成25年6月まで
【会場】飯野、上江、加久藤、真幸地区コミュニティセン

ター
【対象者】地域に在住する女性
【学習内容】ボランティア活動、食と健康、生きがい、レ

クリエーション、環境、視察研修など
　詳しい内容については、市社会教育課へ問い合わせく
ださい。

問社会教育課（市文化センター内）
☎35-2268

家内労働相談窓口では家内労働
（内職）を支援しています
　都城就職相談支援センター（家内労働相談窓口）では、
家内労働（内職）をしたい人、内職者を募集したい事業
所の支援を行っています。相談・あっせん・発注申し込み
などの費用は一切無料です。電話での相談も受け付けて
います。

【家内労働をお探しの人へ】
　家内労働（内職）情報を、県のホームページで公開し
ています。（ http://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/
org/shoko/rodo/kanairodo/index.html ）
　ご希望の家内労働がありましたら、（家内労働相談窓
口）にお問い合わせください。

【事業所の人へ】
　内職者募集の際には、当センターをご利用ください。
問家内労働相談窓口

（月～金曜日：午前9時～午後5時　土・日、祝日休）　
☎0986-25-0300

歯と健康みんなの集い

【日時】6月15日（土）午後2時～午後4時
【会場】えびの市保健センター（☎35-2446）
【内容】「歯の衛生週間」図画・ポスター・標語コンクール

応募全作品展示、フッ化物無料塗布、歯みがき指導、お
口の健康相談、各種機器を用いた啓発活動など

【主催】小林えびの西諸歯科医師会
【後援】えびの市、えびの市教育委員会ほか

問小林えびの西諸歯科医師会
地域保健担当：こうの歯科医院
☎22-7888

脳卒中の内容と予防を確認
市民公開講座

　 脳卒中の内容とその予防について、専門の医師がわか
りやすく解説する市民公開講座が行われます。

【開催日】6月8日（土）
【時間】午後2時～午後4時（開場：午後1時～）
【場所】小林市文化会館（大ホール）
【参加料】無料
【講師】竹島秀雄教授（宮崎大学医学部脳神経外科）、池

田徳郎医師（池田病院院長）、ほか2医師
【内容】寝たきりにならないためには、脳卒中の予防も大

切です。脳卒中のことを専門医が分かりやすく解説しま
す。
※ 先着100人は、最新の「中心血圧測定計」で脳卒中の
リスクを測定することができます。（午後１時～）
問宮崎大学医学部脳神経外科学内日本脳卒中協会宮崎県
支部
☎0985-85-3128

放送大学10月生募集

　放送大学では、平成25年度第2学期（10月入学）の学生
を募集しています。放送大学は、テレビ等の放送やイン
ターネットを通して学ぶ通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など幅広い分
野を学べます。働きながら学んで大学を卒業したい、学
びを楽しみたいなど、さまざまな目的で幅広い世代、職

今月の納税◎ 今月の 表 紙
　 5 月4 日、5 日、グリーンパークえ
び の で 行 わ れ た「 さ わ や かフェ ス
タi n グ リ ーン パ ー クえ び の 」の カ
ヌー 体 験 教 室 の 様 子。フェ スタに
は、2 日 間 で、市 内 外 か ら 約2 万 人
が 来場しました 。

軽自動車税 全期
5月31日（金）までに納めましょう。
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撮影：韓国岳山頂（平成21年6月11日）周辺

ミヤマキリシマ
Rhododendron Kiusianum

ツツジ科ツツジ属　

新燃岳の噴火から 2 年が過ぎ、枯れ枝の間から伸び
た枝に、たくさんの花芽をつけています。


